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議案とその結果

６月定例会（６月４日～２０日）

豊かな自然や環境を保全するために

　

六
月
定
例
会
は
、
六
月
四
日
に
招
集
さ
れ
二
十
日
ま
で
の
十
七
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
の
中
で
、
全
国
市
議
会
議
長
会
か
ら
正
副
議
長
八
年
以
上
在
職
議

員
と
し
て
、
市
川
清
純
議
長
の
表
彰
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

環
境
基
本
条
例
の
制
定
・
平
成
十
九
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
議

案
十
四
件
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
な
審
議
の
結
果
、
全
議
案
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
一
般
質
問
に
は
十
八
名
の
議
員
が
立
ち
、
市
政
全
般
に
わ
た
り
幅

広
い
視
点
か
ら
市
政
を
質
し
ま
し
た
。

＝
条　

例
＝

○
環
境
基
本
条
例

　

環
境
基
本
法
に
基
づ
き
、
本
市

の
豊
か
な
自
然
や
環
境
を
保
全
し
、

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
市
民

は
も
と
よ
り
地
域
の
団
体
、
事
業

者
等
が
協
働
し
て
果
た
し
て
い
く

役
割
を
定
め
、
環
境
保
全
に
関
す

る
全
体
的
な
考
え
や
基
本
姿
勢
を

定
め
る
も
の
。

○
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正

　

平
成
十
九
年
度
国
民
健
康
保
険

税
の
算
出
基
礎
数
値
確
定
に
よ
る

税
率
等
の
改
正
。

○
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行
経

費
の
基
準
に
関
す
る
法
律
の
一
部

改
正
に
伴
う
条
例
の
一
部
改
正
。

○
自
転
車
等
駐
車
場
条
例
の
一
部

改
正

　

二
本
松
駅
前
広
場
整
備
事
業
の

一
環
と
し
て
、
駅
西
側
に
自
転
車

専
用
駐
車
場
を
新
た
に
設
置
す
る

た
め
の
条
例
の
一
部
改
正
。

○
簡
易
水
道
条
例
の
一
部
改
正

　

東
和
簡
易
水
道
拡
張
事
業
に
伴

い
、
給
水
区
域
を
拡
張
す
る
も
の
。

○
市
営
住
宅
設
置
条
例
の
一
部
改

正
　

市
営
住
宅
の
管
理
戸
数
の
変
更

に
伴
う
条
例
の
一
部
改
正
。

○
養
護
学
校
・
盲
学
校
等
就
学
児

童
扶
養
手
当
支
給
条
例
の
一
部
改

正
　

学
校
教
育
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
所
要
の
改

正
。

＝
平
成
十
九
年
度 

補
正
予
算
＝

○
一
般
会
計

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
億
二
千

七
万
八
千
円
の
増
額
と
な
り
、
総

予
算
額
は
、
二
百
四
十
七
億
四
千

四
百
二
万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、

・
知
的
障
害
者
小
規
模
作
業
所
助

成
事
業
の
減
額

一
千
六
百
三
十
七
万
二
千
円

・
同
訓
練
等
給
付
事
業
の
増
額

三
千
五
万
四
千
円

・
国
保
財
政
広
域
化
支
援
事
業
と

し
て
の
国
保
会
計
繰
出
金
の
増

額

二
千
八
百
万
円

・
国
保
会
計
基
盤
安
定
繰
出
金
の

減
額一

千
九
百
七
十
五
万
四
千
円

・
民
間
保
育
所
運
営
費
の
減
額

一
千
五
百
七
十
万
四
千
円

・
水
道
事
業
会
計
繰
出
金
の
増
額

三
千
百
一
万
九
千
円

・
一
般
市
道
整
備
事
業
の
増
額

一
千
三
百
二
十
万
円

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

歳
出
に
お
い
て
、
医
療
費
の
所

要
額
を
過
去
の
実
積
及
び
被
保
険

者
数
の
伸
び
等
を
勘
案
し
て
推
計

し
た
結
果
、
総
額
で
五
千
九
百
七

十
六
万
三
千
円
の
減
額
。
歳
入
に

お
い
て
は
、
医
療
費
等
の
負
担

ル
ー
ル
に
基
づ
き
再
算
定
の
結
果
、

現
行
税
率
で
は
医
療
分
に
つ
い
て

今
年
度
の
所
要
額
の
確
保
が
困
難

な
こ
と
か
ら
、
税
率
改
正
す
る
。

○
老
人
保
健
特
別
会
計

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
七
千
三
百
五
万
七

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
五
十
八
億

八
千
九
百
六
十
五
万
五
千
円
と
す

る
。

○
岩
代
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
七
千
八
百
六
十
五
万
四
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
三
億
二
千
七
百
六

十
万
四
千
円
と
す
る
。

○
東
和
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
三
十
四
万
六
千
円
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
三
億
一
千
五
百
六
十
九
万
円
と

す
る
。　

＝
そ
の
他
＝

○
市
営
住
宅
明
渡
請
求
訴
訟

　

市
営
住
宅
使
用
料
（
家
賃
）
を

長
期
に
わ
た
り
、
ま
た
高
額
に
滞

納
し
て
い
る
者
に
住
宅
の
明
渡
し

及
び
使
用
料
の
支
払
い
を
求
め
る

た
め
の
も
の
で
あ
る
。

○
市
道
路
線
の
認
定
及
び
変
更

　

民
間
開
発
道
路
管
理
引
受
等
に

伴
う
路
線
の
認
定
及
び
変
更
。

＝ 環境基本条例を制定 ＝
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反 対
斎藤　広二  議員

　平成１８年の医療費が少なかったことで、３億４,０００万円の
黒字となりました。平成１９年度会計は、その全額を繰り入れ
たことは評価するものですが、�応能、応益割合で低所得者
の負担となる応益を増やしたこと。�年間所得１００万円以下
の国保世帯が６１％を占め、滞納が１,５９５世帯、５億２,０００万円
を超えています。国保基金２億５,６００万円の一部を取りくず
して、いっそうの引き下げを。�６５歳以上の年金控除縮少で、

年金が増えないのに約２,０００万円の増税となり、老年者控除、
住民税非課税措置の廃止とあわせて大きな負担となる。�
国保財政に対する国の負担割合が５０％から３４.５％に削減され、
二本松市で１億円以上と試算されます。国の負担を元に戻
すことによって大幅な国保税引き下げが可能。�多重債務
者の相談窓口を作り、国保税滞納の解消をはかることなどを
求める。以上のことから反対討論といたします。

二本松市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定及び
平成１９年度二本松市国民健康保険特別会計補正予算討   論

　

第
四
回
四
月
臨
時
会
が
四
月
二
十
七

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
市
長
提
出
議

案
七
件
で
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
全
議

案
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

○
専
決
処
分
の
承
認
（
平
成
十
八
年
度

二
本
松
市
一
般
会
計
補
正
予
算
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
千
七
百
六
十

万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
は
二
百
五
十
六
億
八
千
七
百
六
万
八

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

○
専
決
処
分
の
承
認（
平
成
十
八
年
度
東

和
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
七
十
五
万
八
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

は
二
億
一
千
三
百
十
六
万
七
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

○
専
決
処
分
の
承
認
（
二
本
松
市
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

　

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
で
あ
る
。

○
専
決
処
分
の
承
認
（
二
本
松
市
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
）

　

国
民
健
康
保
険
税
の
基
礎
課
税
額
の

限
度
額
を
五
十
三
万
円
か
ら
五
十
六
万

円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

○
専
決
処
分
の
承
認
（
平
成
十
八
年
度

二
本
松
市
一
般
会
計
補
正
予
算
）

　

歳
出
予
算
の
補
正（
老
人
保
健
特
別
会

計
繰
出
金
）二
千
五
百
九
十
四
万
九
千
円
。

○
専
決
処
分
の
承
認（
平
成
十
八
年
度
二

本
松
市
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
五
千
五
十
六
万

六
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
は
五
十
八
億
四
千
百
七
十
四
万
七

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

○
二
本
松
市
茂
原
財
産
区
管
理
委
員
選

任
の
同
意
に
つ
い
て

渡
辺　

周
一　
　

門
馬　

富
夫

斎
藤　

廣
市　
　

菅
野
喜
一
郎

渡
辺
市
太
郎　
　

斎
藤　

正
人

菅
野　

甲
一

以
上
七
名
を
適
任
と
認
め
同
意
し
ま
し
た
。

　

第
五
回
五
月
臨
時
会
が
五
月
二
十
一

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
市
長
提
出
議

案
二
件
で
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
両
議

案
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
平
成
十
九
年
度
二
本
松
市
一
般
会
計

補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
五
千
八
百
二
十

五
万
八
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
は
二
百
四
十
六
億
二
千
三
百

九
十
五
万
一
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
内

容
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
施
行
に
伴

う
事
務
費
繰
出
金
の
増
と
電
算
シ
ス
テ

ム
開
発
委
託
料
等
の
増
に
よ
る
措
置
。

○
平
成
十
九
年
度
二
本
松
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
千
四
百
十
八

万
四
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
は
六
十
三
億
五
千
四
十
三
万
六

千
円
と
な
り
ま
し
た
。
内
容
は
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
よ
り
国
保
制
度
改

正
に
よ
る
電
算
シ
ス
テ
ム
変
更
委
託
料

の
増
に
伴
う
措
置
。

第
五
回
五
月
臨
時
会

第
四
回
四
月
臨
時
会

よりよい議会活動をめざして 常任委員会  行政視察報告

生
涯
学
習
・
学
校
教
育
施
策
を
視
察

（
五
月
二
十
二
日
〜
二
十
四
日
…
大
分
市
、佐
伯
市
、日
向
市
、宮
崎
市
）

文
教
常
任
委
員
会

　

大
分
市
に
は
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
と
い
う
、
社
会
教
育
・
社
会
体

育
、
公
民
館
等
の
機
能
を
併
せ
持
つ
、
日
本
初
の
文
化
、
ス
ポ
ー

ツ
の
総
合
複
合
施
設
が
あ
り
、
子
供
か
ら
老
人
、
勤
労
者
ま
で
、

多
く
の
市
民
が
交
流
の
場
と
し
て
積
極
的
に
利
用
し
て
い
ま
し
た
。

　

佐
伯
市
で
は
、
学
校
の
統
廃
合
に
伴
う
跡
地
利
用
に
お
い
て
、

小
学
校
体
育
館
は
、
国
指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
を
展
示
す
る

資
料
館
に
、
校
舎
は
同
資
料
館
の
体
験
学
習
施
設
と
保
育
所
に
、

ま
た
、
中
学
校
跡
地
は
、
物
産
展
示
販
売
施
設
等
を
整
備
し
、
道

の
駅
に
す
る
な
ど
、
有
効
な
利
活
用
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

日
向
市
は
、
教
育
特
区
に
よ
り
小
中
一
貫
教
育
を
導
入
し
て
お

り
、
九
ヵ
年
を
見
通
し
た
教
育
課
程
編
成
、
四
・
三
・
二
制
に
よ
る

生
活
・
学
習
集
団
の
再
構
築
な
ど
、
専
門
性
や
個
性
教
育
の
重
視

を
図
っ
て
お
り
、
小
中
が
同
一
建
物
で
あ
る
全
国
初
の
併
置
型
の

学
校
で
は
、
校
長
と
教
職
員
が
小
中
兼
務
と
い
う
形
態
で
、
ま
た
、

小
中
が
隣
接
す
る
学
校
で
は
、
併
設
型
、
隣
接
し
な
い
学
校
で
は
、

連
携
型
の
一
貫
教
育
校
と
し
て
運
営
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

宮
崎
市
で
は
、
市
の
中
央
を
流

れ
る
大
淀
川
に
清
ら
か
な
流
れ
を

取
り
戻
す
た
め
、
ま
た
、
自
然
や

水
資
源
を
大
切
に
す
る
意
識
高
揚

等
の
た
め
、
地
域
の
特
色
を
生
か

し
た
大
淀
川
学
習
館
が
大
き
な
成

果
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
先
は
、
地
域
の
特

性
や
資
源
を
充
分
に
活
用
し
、
充

実
し
た
施
策
を
展
開
し
て
い
る
地

域
で
あ
り
、
大
変
参
考
と
す
べ
き

点
が
多
い
視
察
で
し
た
。

コンパルホール前にて


